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しかしながら、現経営体制において進めて参りました構造改革が功を奏するとともに、

車載や産業機器市場の売上げ構成比が 44％を超えるなど（下図参照）、以下の 3 つの戦略

に注力した成果が出始め、中長期的に業績を向上させていくことが確かなものになってき

ております。  

  

 

すでに前期（2017 年 3 月期）より、為替の影響はあったものの着実に業績の回復期に

入っており、今期（2018 年 3 月期）は、売上高 3,680 億円（前期比 4.5％増）、純利益 280

億円（前期比 5.9％増）の増収増益を見込んでおります。  

ROE につきましては、早期に 5％以上を回復し、中長期的に株主資本コストを上回るよ

うさらなる成長を目指してまいりたいと考え、また、その実現の確かな手応えを感じてお

ります。 

 

一方で、現在の事業環境においては、新商品の開発、品質の向上に加え、市場規模の拡

大や需要増に伴う生産体制の増強投資も実施していく必要があり、今期は 570 億円（前期

費 35％増）の設備投資を計画しております。  

 

こうした資金需要と財務の健全性維持、ならびに株主の皆様へのリターン等とのバラン

スを考慮して、以下のような株主還元方針を掲げております。  

 

 

①年間 130 円を基準配当金とし、長期スタンスで業績改善に取り組み、  

基準配当金の引き上げに努める。  

②連結配当性向は 30％以上を目安とし、状況に応じて特別配当金などの  

追加的な株主還元策を実施する。  

③成長の為の M&A などの投資を積極化するとともにバランスシートの  

構成も考慮、必要以上にキャッシュを積み上げない。    
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すなわち、2017 年 3 月期の年間配当は、期初計画の 100 円から 130 円へと増額すると

ともに、同期のフリーキャッシュフロー250 億円を 100％還元する施策として、2018 年 3

月期に通常配当 130 円に加え、設立 60 周年記念の特別配当（110 円）の実施を予定して

おります。 

 

 

このように、当社では事業における成長の追求と規律ある財務戦略により、株主の皆様

のご期待に応えるとともに、総合的な企業価値の向上に向けてロームグループにおいて展

開している CSV（Creating Shared Value）活動をさらに加速し、ESG のﾆｰｽﾞにも対応し

て参ります。  

また、そのような経営を厳しく監督するコーポレート・ガバナンス体制の整備にも努め

ており、2 名の独立社外取締役、5 名の独立社外監査役が経営の監督に大きな役割を担い、

取締役の指名プロセスにおいては、過半数を独立社外取締役が加わった協議の場を設置す

るなど、その透明性を確保しております。  

 

以上の様な状況のもと当社といたしましては、引き続き現経営体制での経営により、結

実しつつある利益・ROE 向上策の成果を確実なものとし、またさらなる成長を目指した取

り組みを加速していくことが、株主の皆様へのリターンの向上につながると確信をいたし

ております。  

 

株主・投資家の皆様におかれましては、上記、当社の中長期的な展望と方針をご理解い

ただき本株主総会における議決権の行使をしていただきますようよろしくお願い申し上げ

ます。 

 

以上 

 


